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個体発生を検討し， さらに培養神経細胞を用いて in vitroにむける個体発生についても検討した。
〔方法ならびに成績〕
動物を麻酔し， Zamboni 固定液にて心臓からの濯流回定を行った。その後，同同定液にて 2 日間の




梨状葉，脚内核にも陽性細胞が認められる様になる。さらに胎生18~19 日になると， SOM 陽性細胞
は大きく増加し，視床下部室周困層，不確帯，後交連の外側領域( ACP) ，視索と内包に同まれた領域









視交叉上核， 正中隆起には SOM陽性線維が新たに認められる。 胎生21 日以降になると，前脳にお

















ii) in v itro における SOM陽性構造の同定
胎生期および生直後のラット脳をとり出し， トリプシン処理した後， 15%子牛血清含有イーグル被
にて培養した。
生直後のラット下位脳幹は， 1 週間の培養後 免疫組織化学的に反応したところ，一部の神経細胞







3. 1. 2. の結果は， SOMが成長ホルモン放出抑制因子としてだけでなく，脳の発育にも重要な
影響を与えていることを示唆する。
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論文の審査結果の要旨
本研究はラット脳内におけるソマトスタチン含有構造の個体発生について検討したものである。従
来より，ラット下位脳幹にはソマトスタチン含有構造は少ないとされてきたが，著者はこれを個体発
生学的に検討することにより，胎生期及び周生期に極めて豊富なソマスタチン含有構造が，この部位
にも認められることを明らかにし，この分野に新たな知見を加えた。
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